
移民
難民

２学年校外研修vol.2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　移民・難民班は去年に引き続き、神戸での研修を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行いました。午前は海外移住と文化の交流センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を訪問し、展示物等の見学を通して、当時のブラジル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　移民の生活に触れることができました。午後は神戸大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際文化学研究推進センターにて、「移民の女性化」という

　　　　　　　　　　　　　　　　テーマで講義を聞き、移民学修における新たな視点をもつことが

　　できました。活発な質疑応答を通して、自分たちの研究をさらに深めることができたようでした。

・海外移住と文化の交流センター

・神戸大学

研修場所

（いずれも神戸市）

地域
産業

研修場所

・午前　和歌山大学

・午後　株式会社 シガ木工 / 和歌山県庁 / ぶらくり丁 / 観音山フルーツガーデン /

　　　  和歌山城 / 青岸クリーンセンター / めっけもん広場 / リノベーション和歌山

　産業班は、午前中に和歌山大学にて大浦由美教授から

「和歌山の地場産業と地域づくり」について講義をいただ

き、グローバル競争に巻き込まれない風土産業の重要性

について学びました。また午後は各グループがテーマに

合わせたフィールドワークを行い、これまで授業の中で

得た知識や情報を、より現実のものとしてとらえる良い

機会となりました。
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 神戸大学での質疑応答 


